
�����
��	
��� ���

����� ���
���� �����
���� �����
���� ��
� ��!"#$ ��

%
%%%%%%
%%%%%
%%%%%
%%%%%%%%

%%%%

�����
��	


������������



�

�������	
�	�
������������

�������	
��������������
�����

��	���� �!�"#$%&�'�()*+,	



�

旧
小
正
月
の
伝
統
行
事
と
風

習
展
が
２
月
５
日
、
歴
史
民
俗

資
料
館
で
開
か
れ
、
参
加
し
た

お
年
寄
り
や
子
ど
も
た
ち
約
２

０
０
人
が
、
五
穀
豊
穣
を
願
う

昔
な
が
ら
の
習
わ
し
を
再
現
し

交
流
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
は
、
大
人
に
手

伝
っ
て
も
ら
い
な
が
ら
も
ち
つ

き
に
挑
戦
。
つ
い
た
も
ち
は
赤

や
緑
に
色
づ
け
し
て
繭
玉
に
し
、

無
病
息
災
や
家
内
安
全
な
ど
の

お
札
と
と
も
に
ミ
ズ
キ
に
飾
り

付
け
ま
し
た
。

ま
た
、
昔
な
が
ら
の
衣
装
に

身
を
包
ん
だ
上
北
小
２
年
生
と

お
年
寄
り
が
、
雪
の
上
に
五
穀

の
ワ
ラ
を
植
え
付
け
る
雪
中
田

植
え
を
再
現
。
そ
の
後｢

ホ
ガ
、

ホ
ガ(

奉
賀
、
奉
賀)

、
ゼ
ニ

モ
カ
ネ
モ
ト
ン
デ
コ
イ｣

の
掛

け
声
と
と
も
に
ヌ
カ
を
ま
い
て

歩
き
ま
し
た
。

続
い
て
、
山
の
神
の
使
い
と

さ
れ
る
カ
ラ
ス
を
招
く
た
め

｢

シ
ネ
ェ
、
シ
ネ
ェ｣

と
声
を

上
げ
な
が
ら
も
ち
を
ま
き
、
今

年
の
豊
穣
を
願
い
ま
し
た
。

最
後
に
小
川
原
神
楽
連
中
保

存
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
権
現
舞

な
ど
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
は

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま

し
た
。
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第
51
回
県
漁
村
青
壮
年
女
性
団
体

活
動
実
績
発
表
大
会
が
１
月
13
日
、

青
森
市
で
行
わ
れ
、
小
川
原
湖
漁
協

女
性
部
の
蛯
名
郁
子
部
長
が
同
漁
協

と
し
て
初
と
な
る
優
秀
賞
を
受
賞
し
、

県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
出
場
を
決

め
ま
し
た
。

蛯
名
さ
ん
は｢

小
川
原
湖
の
素
晴

ら
し
さ
を
次
世
代
へ

宝
湖
と
暮
ら

す
た
め
に｣

と
題
し
、
漁
協
女
性
部

の
取
り
組
み
を
発
表
。
小
学
生
を
対

象
と
し
た
料
理
教
室
や
百
貨
店
で
の

対
面
試
食
販
売
会
な
ど
、
湖
の
環
境

保
護
お
よ
び
魚
介
類
消
費
拡
大
の
た

め
の
活
動
内
容
を
紹
介

し
ま
し
た
。

受
賞
報
告
の
た
め
１

月
25
日
、
斗
賀
町
長
を

訪
ね
た
蛯
名
さ
ん
は

｢

こ
れ
ま
で
感
じ
て
き

た
こ
と
を
全
国
の
舞
台

で
発
表
で
き
る
の
は
と

て
も
幸
せ
な
こ
と
。
小

川
原
湖
や
東
北
町
の
知

名
度
を
上
げ
て
き
た
い｣

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

斗
賀
町
長
は｢

12
月

に
東
北
新
幹
線
が
開
通

す
る
の
で
、
町
を
訪
れ

る
人
が
増
え
る
よ
う
イ

ベ
ン
ト
や
特
産
品
を
大

い
に
Ｐ
Ｒ
し
て
き
て
く

だ
さ
い｣

と
激
励
し
ま

し
た
。

全
国
大
会
は
、
３
月

上
旬
に
東
京
都
で
開
か

れ
ま
す
。

�������	
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町
連
合
婦
人
会(

乙
供
房
子
会
長)

は
１
月
17
日
、
町
民
体
育
館
で
第
４

回
室
内
運
動
会
を
開
催
し
、
参
加
し

た
会
員
約
１
０
０
人
が
６
種
目
の
競

技
に
汗
を
流
し
、
冬
期
間
の
運
動
不

足
を
解
消
し
ま
し
た
。

参
加
者
は
準
備
運
動
で
体
を
ほ
ぐ

し
た
後
、
競
技
を
開
始
。
町
内
13
の

婦
人
会
が
７
チ
ー
ム
に
分
か
れ
、
ボ
ー

ル
運
び
リ
レ
ー
や
借
り
物
競
争
な
ど

の
種
目
で
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
展
開

し
、
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
水
喰
②
新
舘
・
大
浦
・
新
山
・
本

村
③
新
町
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第
４
回
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル(

９

人
制)

大
会
が
１
月
17
日
、
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
参
加

者
が
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
を
楽
し
み
な
が

ら
心
地
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

冬
期
間
の
運
動
不
足
解
消
と
健
康

増
進
の
た
め
に
開
催
さ
れ
た
同
大
会

に
は
、
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
熱
い

ラ
リ
ー
や
好
プ
レ
ー
も
展
開
さ
れ
ま

し
た
。

熱
戦
の
結
果
、
ナ
イ
ン
ナ
イ
ン
ズ

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
ナ
イ
ン
ナ
イ
ン
ズ
②
チ
ー
ム
☆
８

０
５
③
ぽ
ぷ
ら
デ
ィ
ラ
イ
ト

(
)
*
(
)
*
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平
成
21
年
度
県
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協

会
表
彰
状
授
与
式
が
１
月
17
日
、
青

森
市
で
開
か
れ
、
東
北
町
か
ら
蛯
名

未
来
さ
ん(
東
北
第
一
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団)

が
優
秀
表
彰
に
輝
き
ま
し
た
。

蛯
名
さ
ん
は
、
同
ス
ポ
少
で
エ
ー

ス
と
し
て
活
躍
。
昨
年
12
月
に
開
催

さ
れ
た
第
３
回
春
季
全
日
本
小
学
生

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
県
予
選
会

で
、
チ
ー
ム
を
優
勝
に
導
い
た
こ
と

な
ど
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で｢
上
北

中
の
阿
部
優
貴
子
さ
ん
の
よ
う
な
投

手
に
な
れ
る
よ
う
練
習
を
頑
張
り
ま

す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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新
東
北
町
農
業
振
興
会(

平
廣
会

長)

は
１
月
19
日
、
青
森
原
燃
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
農
業
講
演
会

を
開
き
、
出
席
者
約
80
人
が
こ
れ
か

ら
の
農
業
経
営
の
あ
り
方
に
つ
い
て

考
え
ま
し
た
。

講
演
会
で
は
、
千
葉
県
で
複
合
的

な
農
業
経
営
を
展
開
す
る
農
事
組
合

法
人
和
郷
園
の
木
内
博
一
代
表
理
事

が｢

和
を
育
み
、
郷
土
を
敬
し
、
園

芸
を
志
す｣

と
題
し
て
世
界
に
目
を

向
け
た
経
営
戦
略
の
持
論
を
展
開
し

た
ほ
か
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
の

林
美
香
子
教
授
が｢

食
育
の
大
切
さ｣

と
題
し
て
食
と
農
の
大
切
さ
を
説
き

ま
し
た
。
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第
４
回
町
女
性
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
大
会
が
１
月
24
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
11
チ
ー
ム
、

１
７
０
人
余
り
の
参
加
者
が
、
軽
ス

ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
な
が
ら
親
睦
を
深

め
ま
し
た
。

大
会
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

輪
投
げ
、
シ
ャ
ッ
フ
ル
ボ
ー
ド
な
ど

５
つ
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
競
技
で

争
わ
れ
、
参
加
者
は
チ
ー
ム
メ
イ
ト

か
ら
の
声
援
を
受
け
な
が
ら
各
種
目

で
熱
戦
を
展
開
し
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
淋
代
分
館
②
蛯
沢
分
館
③
商
工
会

女
性
部
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東
北
消
防
署(
佐
藤
義
信
署
長)

と
上
北
消
防
署(
米
内
山
和
夫
署
長)

は
こ
の
ほ
ど
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
未
来
館
と
才
市
田
観
音
堂
で
文

化
財
防
火
訓
練
を
実
施
し
、
消
火
活

動
の
連
携
強
化
と
防
災
意
識
の
高
揚

に
努
め
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
に
合
わ
せ
て
行

わ
れ
た
こ
の
訓
練
は
、
貴
重
な
文
化

財
を
保
存
し
て
い
た
建
物
で
火
災
が

発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
て
実
施
。

参
加
し
た
町
民
ら
が
、
重
要
文
化
財

を
見
立
て
た
箱
を
屋
外
に
運
び
出
し

た
り
、
消
火
器
で
消
火
を
試
み
た
り

す
る
な
ど
し
て
防
火
の
手
順
を
再
確

認
し
ま
し
た
。
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町
ボ
ウ
リ
ン
グ
協
会(

蛯
名
俊
彦

会
長)
主
催
の
第
４
回
町
民
ボ
ウ
リ

ン
グ
大
会
が
１
月
24
日
、
三
沢
市
の

三
沢
ボ
ウ
ル
で
開
催
さ
れ
、
参
加
し

た
町
民
約
60
人
が
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
を

楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
者
は
ス
ト
ラ
イ
ク
や
ス
ペ
ア

の
た
び
に
、
歓
声
を
上
げ
た
り
ハ
イ

タ
ッ
チ
を
し
た
り
し
な
が
ら
交
流
を

深
め
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

①
鶴
ケ
崎
将
大
②
鶴
ケ
崎
哲
夫
③
野

田
頭
繁
光

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�

������������������ !"#

 
!
"
#
$
%
&
'
!
(
)
*
+
,
-

"
#
$
%
.
/
-
0
1
2
3
!
4
5
6
7
8
9
�

近
年
、
小
川
原
湖
が
全
面
結
氷
し

な
い
た
め
楽
し
む
こ
と
の
で
き
な
い

ワ
カ
サ
ギ
の
氷
上
穴
釣
り
を
、
気
軽

に
安
全
に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、

町
観
光
協
会(

沢
田
�
会
長)

は
１

月
23
日
か
ら
３
月
７
日
ま
で
の
金
、

土
、日
曜
日
、
小
川
原
湖
公
園
の
観

光
桟
橋
近
く
に
ワ
カ
サ
ギ
の
釣
り
堀

を
オ
ー
プ
ン
し
、
訪
れ
た
多
く
の
家

族
連
ら
が
氷
上
穴
釣
り
の
気
分
を
満

喫
し
て
い
ま
す
。

冬
の
小
川
原
湖
観
光
の
新
た
な
目

玉
に
と
、
釣
り
堀
は
５
年
前
か
ら
実

施
し
て
お
り
、
今
年
は
一
人
用
の
テ

ン
ト
を
７
張
り
設
置
。
水
中
の
縦
横

10
㍍
、
深
さ
２
㍍
の
網
で
囲
ん
だ
い

け
す
に
は
、
ワ
カ
サ
ギ
約
１
万
２
千

匹
を
放
ち
ま
し
た
。

ま
た
テ
ン
ト
内
と
浮
き
桟
橋
周
辺

に
は
氷
に
見
立
て
た
白
い
板
を
浮
か

べ
、
直
径
15
㌢
の
穴
か
ら
釣
り
糸
を

垂
ら
し
て
氷
上
穴
釣
り
の
雰
囲
気
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
演
出
し

ま
し
た
。

釣
り
堀
に
は
県
内
外
か
ら
大
勢
の

観
光
客
が
訪
れ
、
休
日
や
天
気
の
い

い
日
に
は
テ
ン
ト
に
入
り
き
れ
な
い

ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
で
、
釣
り
客
は
時

折
吹
き
つ
け
る
冷
た
い
風
の
中
、
ピ

ク
ピ
ク
と
動
く
微
妙
な
魚
信
を
楽
し

ん
で
い
ま
す
。
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第
４
回
町
民
総
合
体
育
大
会
冬
季

大
会
が
２
月
６
日
、
７
日
、
北
総
合

運
動
公
園
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

を
主
会
場
に
行
わ
れ
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
の
６
種
目
で
熱
戦
が
展

開
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
昨
年
９
月
に
行
わ
れ
た
秋
季

大
会
と
の
合
計
点
数
で
争
わ
れ
る
総

合
の
部
で
は
、
旭
町
チ
ー
ム
が
２
回

目
の
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

�
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�
�
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�
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①
旭
町
②
栄
町
③
南
町
④
小
川
原

⑤
第
一
小
⑥
上
野
⑦
乙
供
⑧
本
町

⑨
蛯
沢
⑩
新
山
⑪
甲
地
⑫
千
曳
⑬

清
水
目
⑭
新
町
⑮
舟
ケ
沢
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▽
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
男
子

①
南
町
②
旭
町
③
第
一
小
、
新
山

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
男
子

①
蛯
沢
②
旭
町
③
上
野
、
南
町

▽
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子

①
第
一
小
②
小
川
原

③
上
野
、
南
町

▽
卓
球

①
栄
町
②
上
野
③
小
川
原

▽
ミ
ニ
サ
ッ
カ
ー

①
第
一
小
②
小
川
原

③
旭
町
、
栄
町

▽
ボ
ウ
リ
ン
グ

①
南
町
②
乙
供
③
旭
町

救
命
胴
衣
着
用
推
進
員
委
嘱
状
交

付
式
が
１
月
29
日
、
小
川
原
湖
漁
協

で
開
か
れ
、
同
漁
協
女
性
部(

蛯
名

郁
子
部
長)

の
11
人
が
推
進
員
の
委

嘱
を
受
け
ま
し
た
。

式
で
は
、
八
戸
海
上
保
安
部
の
楢

原
義
則
部
長
が｢

救
助
率
向
上
の
た

め
、
家
族
ら
に
救
命
胴
衣
の
常
時
着

用
を
呼
び
掛
け
て
ほ
し
い｣

と
あ
い

さ
つ
し
、
一
人
一
人
に
委
嘱
状
と
ジ
ャ

ケ
ッ
ト
を
手
渡
し
ま
し
た
。

推
進
員
を
代
表
し
て
、
蛯
名
女
性

部
長
が

｢

女
性
部
が
一
丸
と
な
り

『

家
族
の
元
に
無
事
帰
っ
て
き
て』

と
い
う
思
い
を
訴
え
て
い
き
た
い｣

と
述
べ
ま
し
た
。

H
I
J
K
L
M
�
N
O
P
Q

R
S
T
U
V
W
X
Y
Z

� !"#$%&'�()*

町
民
大
学
の
第
３
回
講
演
会
が
２

月
７
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

未
来
館
で
開
か
れ
、
約
80
人
の
町
民

ら
が
出
席
し
ま
し
た
。

｢

森
は
海
の
恋
人
リ
ア
ス
の
海
辺

か
ら｣

と
題
し
て
講
演
を
行
っ
た
の

は
、
牡
蠣(

カ
キ)

の
森
を
慕
う
会

代
表
で
、
京
都
大
学
フ
ィ
ー
ル
ド
科

学
教
育
セ
ン
タ
ー
社
会
連
携
教
授
の

畠
山
重
篤
さ
ん
で
、
気
仙
沼
湾
で
カ

キ
養
殖
を
し
て
い
る
自
身
の
経
験
を

織
り
交
ぜ
な
が
ら｢

森
と
川
と
海
は

つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。
環
境
保
護
に

は
、
職
業
や
年
代
に
関
係
な
く
、
み

ん
な
一
つ
に
な
っ
て
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い｣

な
ど
と
説
き
ま
し
た
。
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町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主

催
の
、
第
35
回
親
子
卓
球
大
会
が
１

月
31
日
、
町
民
体
育
館
で
開
催
さ
れ
、

町
内
11
地
区
か
ら
参
加
し
た
約
３
０

０
人
の
親
子
が
卓
球
で
触
れ
合
い
ま

し
た
。

開
会
式
で
は
、
栄
町
チ
ー
ム
の
久

保
田
恭
平
君
と
大
山
直
人
君
が
元
気

に
選
手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

競
技
は
、
親
子
ダ
ブ
ル
ス
と
３
年

生
以
上
学
年
ご
と
の
シ
ン
グ
ル
ス
で

争
わ
れ
、
ダ
ブ
ル
ス
で
は
親
子
で
息

の
合
っ
た
プ
レ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(

敬
称
略)

�
�
�
�
�
�
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▽
３
年－

和
田
勇
輔
▽
４

年－

向
井
詩
恩
▽
５
年－

佐
藤
直

▽
６
年－

蛯
名
一
生
▽
ダ
ブ
ル
ス－

蛯
名
一
生
・
蛯
名
冨
男


�
�
�

▽
３
年－

米
内
山
元
貴
▽

４
年－

小
笠
原
直
人
▽
５
年－

沼

村
斉
弥
▽
６
年－

蛯
名
拓
夢
▽
ダ

ブ
ル
ス－

沼
村
斉
弥
・
沼
村
均


�
�
�

▽
３
年－

野
田
拓
成
▽
４

年－

小
栗
康
聖
▽
６
年－

町
屋
祐

輔
▽
ダ
ブ
ル
ス－

町
屋
祐
輔
・
宮

里
喜
仁


�
�
�

▽
３
年－

蛯
名
繭
央
▽
４

年－
野
田
佳
澄
▽
５
年－

町
屋
玲

奈
▽
６
年－

冨
岡
加
奈
子


�
�
�

▽
４
年－

新
山
和
花
▽
５

年－

新
山
胡
桃
▽
６
年－

市
川
叶

華
▽
ダ
ブ
ル
ス－
新
山
和
花
・
新

山
孝
子


�
�
�

▽
３
年－
坂
本
佳
南
▽
４

年－

蛯
名
眞
子
▽
５
年－
小
笠
原

あ
す
か
▽
ダ
ブ
ル
ス－

和
田
華
歩
・

蛯
名
美
奈
子

�
�
�
�
�


�
�
�

①
上
野
②
小
川
原
③
旭
町


�
�
�

①
栄
町
②
上
野
③
小
川
原


�
�
�

①
第
一
小
②
上
野
③
小
川

原


�
�
�

①
上
野
②
小
川
原
③
花
向

町


�
�
�

①
新
山
②
小
川
原
③
上
野


�
�
�

①
上
野
②
小
川
原
③
旭
町

���������������� ��

中
部
上
北
消
防
本
部(

久
保
田
敏

消
防
長)

は
２
月
７
日
、
町
内
の
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
25
世
帯
に
、
住
宅

用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
町
民
の
住
宅
防
火
に
対

す
る
意
識
の
高
揚
お
よ
び
警
報
器
の

普
及
促
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
た
も
の
で
、
警
報
器
は
県
消
防

設
備
保
守
協
会
の
配
布
普
及
事
業
に

よ
り
譲
与
を
受
け
ま
し
た
。

東
北
消
防
署
や
表
町
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ
の
皆
さ
ん
は
高
齢
者
宅
を
訪
れ

て
警
報
器
を
設
置
。
使
用
方
法
な
ど

を
説
明
し
、｢

火
事
に
は
気
を
つ
け

て｣

な
ど
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
認
定
証
授
与
式

が
２
月
10
日
、
青
森
市
で
開
か
れ
、

蛯
名
ひ
と
み
さ
ん(

上
野)

が
、
町

で
13
人
目
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

Ｖ
ｉ
Ｃ
ウ
ー
マ
ン
と
は
、
農
山
漁

村
に
お
け
る
女
性
の
社
会
的
評
価
向

上
を
図
る
た
め
に
活
動
す
る
女
性
リ
ー

ダ
ー
で
、
蛯
名
さ
ん
は
Ｊ
Ａ
八
甲
田

女
性
部
や
道
の
駅
お
が
わ
ら
湖
産
直

友
の
会
な
ど
で
の
長
年
の
活
動
が
認

め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

三
村
申
吾
県
知
事
か
ら
認
定
証
を

受
け
取
っ
た
蛯
名
さ
ん
は｢

世
代
間

交
流
活
動
な
ど
を
通
し
て
、
町
民
に

食
育
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
き
た
い

で
す｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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第
４
回
町
民
綱
引
き
競
技
大
会
が

２
月
14
日
、
北
総
合
運
動
公
園
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
分
館

や
仲
間
同
士
で
結
成
さ
れ
た
17
チ
ー

ム
、
約
１
６
０
人
の
選
手
が
、
駆
け

つ
け
た
応
援
団
の
大
き
な
声
援
を
受

け
て
、
力
と
力
の
迫
力
あ
る
戦
い
を

繰
り
広
げ
ま
し
た
。

開
会
式
で
は
、
小
川
原
小
１
３
０
Ｓ'

チ
ー
ム
の
坂
本
大
地
君
と
小
笠
原
菜
々

子
さ
ん
が｢

思
い
を
綱
に
込
め
最
後

ま
で
戦
い
抜
き
ま
す｣

と
元
気
に
選

手
宣
誓
を
し
ま
し
た
。

選
手
た
ち
は
、
パ
ワ
ー
や
ス
タ
ミ

ナ
、
駆
け
引
き
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

チ
ー
ム
の
持
ち
味
を
生
か
し
な
が
ら

綱
を
引
き
合
い
、
会
場
は
一
日
中
熱

気
に
包
ま
れ
て
い
ま
し
た
。

上
位
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

�
�
�
�
�

①
舟
ケ
沢
分
館
②
長
久
保
農
場
③

飲
駄
暮
○
敢
闘
賞－

蛯
沢
分
館

�
�
�
�
�

①
ナ
イ
ト
ク
イ
ー
ン
ズ
②
舟
ケ
沢

分
館
③
栄
町
レ
デ
ィ
ー
ス
○
敢
闘

賞－

レ
ー
ク
フ
ェ
ア
リ
ー
ズ

�
�
	



①
小
川
原
小
１
３
０
Ｓ'
②
チ
ー
ム

滝
沢
平
③
舟
ケ
沢
分
館
Ａ
○
敢
闘

賞－

カ
ッ
チ
チ
ル
ド
レ
ン

����	
����������

�����	
����������

み
ち
の
く
銀
行
労
働
組
合(

山
内

雅
史
執
行
委
員
長)

は
２
月
９
日
、

町
に
10
万
円
分
の
児
童
図
書
を
寄
贈

し
ま
し
た
。

同
組
合
で
は
県
内
の
子
ど
も
た
ち

へ
図
書
を
贈
る
こ
と
を
目
的
に
、
組

合
員
を
対
象
と
し
た｢

み
ち
の
く
労

金
ハ
ー
ト
フ
ル
募
金｣

を
13
年
前
か

ら
実
施
し
て
お
り
、
贈
呈
式
に
は
同

組
合
の
杉
本
昭
仁
書
記
長
と
み
ち
の

く
銀
行
七
戸
支
店
の
高
屋
昌
彦
支
店

長
が
出
席
し
ま
し
た
。

目
録
を
受
け
取
っ
た
斗
賀
町
長
は

｢

町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す｣

と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

 !"#$%&'()*+,-./012345

�
�
�
�
�
�
�
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上
北
小
学
校(

山
田
春
雄
校
長)

の
５
年
生
66
人
は
２
月
18
日
、
紫
黒

米
も
ち
つ
き
会
を
開
き
、
田
植
え
や

稲
刈
り
な
ど
で
お
世
話
に
な
っ
た
地

域
の
方
に
感
謝
し
な
が
ら
も
ち
つ
き

を
楽
し
み
ま
し
た
。

児
童
た
ち
は
最
初
に
、
紫
黒
米
の

生
育
状
況
や
栄
養
分
な
ど
、
１
年
か

け
て
調
べ
た
研
究
結
果
を
８
グ
ル
ー

プ
に
分
か
れ
て
発
表
。
続
い
て
臼
を

囲
み
、
地
域
の
人
た
ち
と
一
緒
に
力

強
く
き
ね
を
振
る
い
ま
し
た
。

紫
色
に
つ
き
あ
が
っ
た
も
ち
は
、

お
汁
粉
に
し
て
味
わ
い
、
お
か
わ
り

を
す
る
児
童
が
続
出
す
る
好
評
ぶ
り

で
し
た
。

C
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K
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電気器具の取り扱いは､ 大人だけのものではありません｡
最近は小さなお子さんでも､ ゲームやビデオなど電気製品
を取り扱うことがあります｡
プラグやコードの正しい取り扱い方を教えてあげてくださ
い｡ 親から教えられた知識は､ お子さんの一生の宝となるは
ずです｡
また､ 感電やショートによる事故にも気をつけましょう｡
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厚生労働省では､ 長期的な問題となっている雇用問題に対処するため､ 雇用保険を受給でき
ない方を対象とした受講料無料の職業訓練として ｢基金訓練｣ を実施しています｡
基金訓練とは､ 教育訓練企業､ 社会福祉法人､ 企業などが､ 中央職業能力開発協会により訓
練実施計画の認定を受けて実施する訓練ですので､ ぜひご活用ください｡
�������	

▽職業にかかわりなく､ 再就職に必要なＩＴスキル等 (文書作成､ 表計算・図表作成､ プレ
ゼンテーション作成など) を習得するための３か月の訓練
▽医療､ 介護・福祉､ ＩＴ､ 電気設備､ 農林水産業､ その他､ 地域で必要とされる人材に求
められる基本能力から実践能力までを習得するための３か月～１年の訓練

�����
�����

訓練開始予定日において､ 次のいずれにも該当する方が受講できます｡ (再就職のために
必要ないとハローワークが判断した場合には､ 条件を満たしていても､ 希望した訓練を受講
できない場合があります)
▽ハローワークに求職申し込みをしてキャリアコンサルティングを受けている方
▽訓練を受けるために必要な能力等がある方
▽過去に公共職業訓練を受講したことがある方は､ 訓練修了後１年以上経過し､ かつ平成21
年６月８日以降に受講を修了した公共職業訓練の期間と､ 新たに受講しようとする訓練の
期間が合計して24か月を超えない方

◆訓練期間や訓練科名､ テキスト代等の詳細については､ 青森労働局のホームページ
(http://www.aomori.plb.go.jp/) をご覧ください

���������� �������� !


雇用保険を受給できない方が､ ハローワークのあっせんにより基金訓練または公共職業訓練
を受講する場合､ 一定の要件を満たせば訓練期間中の生活保障として ｢訓練・生活支援給付金｣
が支給されます｡

支給額 (月額) ▽被扶養者のいる方･･･12万円
▽それ以外の方･･･････10万円

支給要件
(このほかにも要件
がありますので､ 必
ずハローワークで確
認してください)

▽ハローワークに求職登録している方で､ ハローワーク所長のあっ
せんにより基金訓練または公共職業訓練を受講する方
▽雇用保険の求職者給付､ 職業転換給付金の就職促進手当および訓
練手当を受給できない方
▽世帯の主たる生計者である方
▽年収見込みが200万円以下かつ世帯全体の年収見込みが300万円以
下の方
▽世帯全体で保有する金融資産が800万円以下の方
▽現在住んでいる所以外に土地や建物を所有していない方

������������������������� �!"#

ハローワークのへじ (�0175-64-8609)
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町では､ 町税等自主財源の確保を図るため､ 平成21年12月１日に ｢東北町徴収対策会議｣ を
設置しました｡

�������	
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徴収対策を総合的に検討し､ 町税等の未済額を組織的､ 効率的に徴収し､ 町税等の未収額
の縮減と税負担の公平を図ることは､ 地方自治体の緊急課題です｡
これらを解決するため､ 町では関係課と連携を図りながら徴収対策に取り組むために設置
しました｡

�������	
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▽構成等－総務課､ 会計課､ 財政課､ 福祉課､ 建設課､ 水道課､ 下水道課､ 税務課､ 町民課､
農林水産課

▽徴収対象町税等 (町税等とは次に定める税目および収入金をいいます)
①地方税法に定めるところにより､ 町税条例および町国民健康保険税条例に基づいて課す
る税目
②地方自治法ならびに他の法令等に基づいて定めた分担金､ 使用料､ 加入金､ 手数料およ
び町の条例､ 規則で定めた収入金のうち､ 介護保険料､ 後期高齢者医療保険料､ 水道使
用料､ 公共下水道使用料ならびに受益者負担金､ 農業集落排水下水道使用料ならびに受
益者分担金､ 町営住宅使用料ならびに汚水処理施設等使用料､ 保育料､ 町営放牧場使用
料､ 督促手数料ならびに延滞金
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長期にわたる滞納や誠意のない滞納者には､ 給料､ 預貯金､ 不動産など差し押さえの滞納処
分を実施します｡
３月は年度の最終月です｡ 町県民税､ 固定資産税､ 軽自動車税､ 国民健康保険税などの納入
が済んでいるか､ 今一度ご確認ください｡
�������	
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平成22年２月末現在の納入状況は､ 町税､ 国民健康保険税ともに大変厳しい状況となってお
りますので､ 皆さんのご理解とご協力をお願いします｡
�
�������

滞納のある場合､ １日も早く解消していただくため､ 納税相談にお越しください｡
�����������

｢納税｣ は､ 国民として住民としての大切な義務です｡ 税金を完納して確かな町づくりを進
めましょう｡


�������������������

口座振替とは､ 町税､ 国民健康保険税､ 使用料などが､ あなたの預金口座から自動的に納入
される方法です｡
口座振替には次のような利点があります｡
▽納入のために､ わざわざお出掛けになる必要がありません
▽うっかり納入期限を忘れてしまうことがなくなります
▽いつの間にか滞納となり､ 納入に苦心することがなくなります

��� !"#$��

▽町県民税 (普通徴収) ▽固定資産税 ▽軽自動車税
▽国民健康保険税 ▽住宅使用料 (公住) ▽保育料
▽介護保険料 (普通徴収) ▽汚水処理施設使用料 ▽公共下水道使用料
▽農業集落排水施設使用料 ▽簡易水道料金 ▽後期高齢者医療保険料など
�%�&	'()*

▽青森銀行 (本店､ 支店)
▽みちのく銀行 (七戸支店､ 野辺地支店)
▽青い森信用金庫 (東北町支店､ 野辺地支店)
▽青森県信用組合 (上北町支店､ 七戸支店)
▽ゆうき青森農協 (本所､ 六ヶ所支所､ 天間林支所､ 野辺地支所､ らくのう支所)
[４月１日､ とうほく天間農協・野辺地農協・らくのう青森農協から名称が変わります]
▽十和田おいらせ農協 (上北支店､ 七戸支店)
[４月１日､ 八甲田農協から名称が変わります]

�+,-./#

取り扱い金融機関または役場税務課へ､ 納税者本人の預金通帳および印鑑を持参し､ 手続き
してください｡

�012－役場 税務課 (�0176-56-3111または�0175-63-2111)
▽分庁舎－税務課本課 ▽本庁舎－税務課税務対策室



��

�������
	
������
���������
自動車税の納税通知書は､
原則として運輸支局に登録さ
れている住所 (車検証に記載
されている住所) にお送りし
ています｡
自動車をお持ちの方で､ 引っ
越しなどで住所が変わった場
合は､ 運輸支局で住所の ｢変
更登録｣ の手続きが必要とな
ります (住民票を移しても､
そのままでは運輸支局に登録
されている車検証の住所は変
わりません)｡
３月中に住所の ｢登録変更｣
ができない場合は､ 電話等に
より地域県民局県税部までお
知らせいただくか､ 県庁ホー
ムページ (http://www.pref.
aomori.lg.jp/) にある ｢県
電子申請・届出システム｣ よ
り住所変更の届出を行ってく
ださい｡
����

▽自動車税について
・上北地域県民局県税部納税
管理課
�0176-22-8111
�0176-22-8135
▽自動車の登録手続きについ
て
・東北運輸局青森運輸支局
�050-5540-2008
・東北運輸局青森運輸支局八
戸自動車検査登録事務所
�050-5540-2009
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次の軽自動車は､ 課税保留
の対象車両ですので､ お早め
にご相談ください｡
����	
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なお､ 小型特殊車両および
原動機付き自転車等で使用が
困難な車両のナンバーについ
ては､ 役場税務課へ返還して
ください｡
ナンバーを返さないでいる
と軽自動車税の対象となり､
永遠に課税されますのでご注
意ください｡
����－役場 税務課
�0176-56-3111または
�0175-63-2111

&�'(�)*+
,-./012345
678�9:�;<
町立図書館では､ 全小学校
７校の１年生から３年生まで
の全児童を対象に､ 放課後子
ども教室を開設しています｡
同教室では学習指導員 (ア
ドバイザー) を募集します｡
�VWXY－４月から翌年３
月までで､ 祝日以外の月～
土曜日
�VWZY

▽平日－13:00～18:00
▽土曜日､ 長期休み
－7:45～18:00
�?[－短大卒以上で､ 町内
または近隣市町村在住の通
勤できる方
�*\－若干名
�]^_�'－４月30日(金)
�]^`a���

町立図書館
�0176-56-2261
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国民年金は､ 老後の所得保
障だけではなく､ 病気やけが
で重い障害が残ったりしたと
きなどにも年金を支給し､ 人
生の ｢万が一｣ もサポートす
る公的年金制度で､ 国が責任
を持って運営しています｡
������

日本国内にお住まいの20歳
から60歳までのすべての方は､
国民年金に加入して保険料を
納付する義務があり､ 年金を
受け取る権利があります｡
��	
��

学生や自営業者などの第一
号被保険者となる方は､ お住
まいの役場で直接手続きをし
てください｡
サラリーマンや公務員の第
二号被保険者の方や､ その第
二号被保険者に扶養される配
偶者の第三号被保険者の方は､
勤務先の事業所が加入手続き
を行うので､ 個別の手続きは
必要ありません｡
����
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学生であるなど､ 収入が少
ないために国民年金保険料の
納付ができない場合は､ 申請
により保険料の納付が猶予・
免除となる制度があります｡
この申請を行わないまま､
国民年金保険料が未納となっ
ていると ｢万が一｣ のときに
障害年金が受けられないなど
の思わぬ事態を招きますので
ご注意ください｡

����� !"#$
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サラリーマン (厚生年金・
共済組合の加入者) の被扶養
配偶者は､ 第三号被保険者と
して国民年金に加入していま
すが､ 配偶者が退職 (失業)
して失職すると､ 夫婦ともに
役場で国民年金の第一号被保
険者になるための手続きを行
い､ 保険料を納めることにな
ります｡ (第一号被保険者は､
原則20歳以上60歳未満の方に
限られます)
��������
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保険料を納めることが経済
的に困難な場合､ 役場に申請
して､ 認められれば保険料の
納付を免除される制度があり
ます｡
この申請免除には所得制限
があり､ 申請者本人のほか世
帯全員の前年の所得が審査の
対象となりますが､ 特に配偶
者が免除申請する年度または
その前年度に退職 (失業) し
た場合は ｢特例免除｣ といっ
て､ 退職した配偶者本人の所
得の状況を除外して審査が行
われますので､ 所得制限の審
査のハードルが低くなります｡
免除制度を利用すると､ ①
免除された期間は老齢基礎年
金・老齢厚生年金の受給資格
期間の25年に算入されます｡
②免除された期間は老齢基礎
年金の２分の１の年金額が保
障されます｡ ③万一､ 障害や
死亡といった不慮の事故が発
生したときに､ 障害基礎年金・
遺族基礎年金を受け取ること
ができる場合の受給資格期間
に算入されます｡
�� !－青森年金事務所

�017-734-7490 (代表)
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仙台国税局では､ 税務職員
を募集します｡
�����

①昭和56年４月２日～
平成元年４月１日生まれ
②平成元年４月２日以降生ま
れで次に掲げる者
▽大学を卒業した者および
平成23年３月までに大学を
卒業する見込みの者
▽人事院が①と同等の資格
があると認める者
������	－４月１日
(木) ～４月14日 (水)
�
��－仙台国税局人事第
二課 試験研修係
�022-263-1111
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インターネットによる受付期
間は４月１日 (木) から３日
(土) まで｡ 郵送による受付期
間は４月１日 (木) から８日
(木) まで (受付最終日の通信
日付印有効) で､ 第１次試験
は５月２日(日)に実施します｡
������������

インターネットによる受付
期間は４月10日 (土) から14
日 (水) まで｡ 郵送による受
付期間は４月12日 (月) から
21日 (水) まで (受付最終日
の通信日付印有効) で､ 第１
次試験は６月20日 (日) に実
施します｡
�
��－人事院東北事務局
第二課 試験係
�022-221-2022
URL http://www.jinji.go.

ｊp/saiyo/saiyo.htm
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４月12日 (月) から４月18
日 (日) までは､ ｢春の火災予
防運動週間｣ となっています｡
これからは空気が乾燥し､
風の強い日が多くなりますの
で､ 火の取り扱いには十分注
意しましょう｡
火災予防週間初日には消防
車両によるパレードを行い､
町民に防火意識の高揚を呼び
かける予定になっています｡
なお､ 一般家庭においても
住宅用火災警報器の設置が義
務づけられていますので､ 家
族の生命と財産を守るため､
必ず設置しましょう｡
���������

｢消えるまで
ゆっくり火の元

にらめっこ｣
�� !"#$%�&�

����

｢指と目で
火の元確認 再確認！｣
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町消防団では､ 会社員や自
営業者など､ さまざまな職種､
幅広い年齢層の皆さんが活躍
しています｡
現在､ 欠員が生じている地
域にお住まいの方で､ 防火・
防災のために意欲的に活動で
きる方を募集しています｡
�'(��－消防団の区域内
に居住または勤務している､
心身ともに健康な18歳以上
の方
�
��－役場 総務課
�0176-56-3111または
�0175-63-2111

2345678
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バチッと痛くてイヤ～な
静電気｡ でも実は面白い秘
密がいっぱいだった!?みん
なでいろんな静電気実験を
してみよう｡
▽期間－３月２日 (火)
～３月31日 (水)
▽時間－平日①11:00
②12:30 ③15:30､ 土日祝
①12:30 ②15:30
�>0?./4@1ABAB

78C4@DEF<=

心臓の悪い方はご注意く
ださい｡ 触るとビリッとし
びれる ｢ビリビリ電気コッ
プ｣ を作ります｡
▽期間－３月２日 (火)
～３月31日 (水)
▽受付時間－土日祝日のみ
①10:30 ②14:00
▽材料費－50円
�
��

県立三沢航空科学館
�0176-50-7777
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現在就学している方および
平成22年４月に入学が決まっ
ている方で､ 次に該当する世
帯を対象に教育支援資金の受
付をします｡
貸付利子は無利子で､ 据置
期間は卒業後６か月以内です｡
なお､ 高等専門学校以外の
専門学校については､ 教育支
援資金で対応可能であれば短
期大学と同様の扱いとなりま
すが､ 対応できない専門学校
については福祉資金 (技能習
得費) での扱いとなります｡
������－低所得世帯に
属する方が､ 学校教育法に
規定する高校､ 大学 (短大)､
高等専門学校に就学するた
めに必要な経費
・高校－月35,000円以内
(償還期間８年以内)

・高専－月60,000円以内
(償還期間10年以内)

・短大－月60,000円以内
(償還期間10年以内)

・大学－月65,000円以内
(償還期間15年以内)

��	�
�－低所得世帯に
属する方が､ 高校､ 大学ま
たは高等専門学校への入学
に際し必要な経費
・500,000円以内
������

３月31日 (水)
�������

町社会福祉協議会
�0175-63-2717 (本所)
�0176-56-5552 (支所)

��������
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戸別所得補償制度は､ 米の
生産数量目標の範囲内で農家
が生産した主食用米に対して､
所得補償を行う制度です｡
さらに､ 転作作物を作付け
した場合にも助成金が交付さ
れます｡
�������������

▽定額部分…15,000円
[全国一律単価で､ 当年産の
販売価格にかかわらず交付]

▽変動部分…要件を満たす場
合に交付
[当年産の販売価格が標準的
な販売価格 (過去３年平均)
を下回った場合その差額を
基に全国一律で交付単価を
算定]
※主食用米を生産数量目標の
範囲内で作付けし､ 水稲共
済に加入していることが要
件となります｡
� !!"��������

▽新規需要米…80,000円
[米粉用米､ 飼料用米､ ホー
ルクロップサイレージ用稲
等]
▽新規需要米以外の作物 (単
価は検討中のため変更する
ことがあります)
・麦､ 大豆､ 飼料作物

…35,000円
・そば､ なたね､ 加工用米

…20,000円
・その他県協議会が指定する
作物 …10,000円
����

町水田農業推進協議会
(役場 農林水産課内)
�0176-56-3111または
�0175-63-2111

%&'()*+,-
.)/01 
2	34��

４月から､ 肝臓機能障害に
よる身体障害者手帳が交付さ
れます｡
手帳の認定を受けることに
より､ 税の減免や重度障害者
の場合は医療費の助成などの
福祉サービスの対象となる場
合があります｡
�#$%

▽認定基準に該当する肝臓障
害のある方
▽肝臓移植を受け､ 抗免疫療
法を実施している方
�&'(－役場福祉課または
分室へ必要書類を添えて申
請してください
�)*+,

▽申請書
▽診断書 (身体障害者手帳指
定医が作成したものに限り
ます｡ 様式は役場福祉課お
よび分室にあります)
▽写真 (縦４㌢×横３㌢)
����

▽役場 福祉課
�0176-56-3111または
�0175-63-2111
▽県障害者相談センター
�0172-32-8437
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